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父の日を迎えて―――「千里を駆け巡る志」父・民治への手紙から 

副校長 竹山 幸男 

6月も間もなく終わりに近づいています。京都も梅雨に入り、雨の日もあるのですが、今年は比

較的晴れの日が多く続いています。湿度が高い中、気温もかなり上がり30度を超える日も出てき

ているので、熱中症にも気をつけてくださいね。先週の日曜日は父の日でした。その同じ日曜

日、部分日食があり、京都ではあいにく曇ってい

て観察しにくかったのですが、同時に観察してい

た石垣島、波照間島はとても天気がよく、zoomを

用いて太陽の変化と影の様子、そして周りが暗く

なる様子を見ることができました。石垣島、波照

間島の天文台の先生、学校の先生方からもいろい

ろなお話を聞くことができ、時間や場所を超え

て、とても簡単にオンライン上でつながることが

できることを実際に体感することができました。

先週土曜日の学びプロジェクトでは、世界の学校

のランチを見に行こう、ということで、ニュージ

ーランド、マルタ、フィンランドの学校のランチ、生活、いろいろな食べ物を見て学ぶことがで

きました。時間や場所を超えることは、日本だけでなく世界の人たちともつながることも、今で

は簡単にできるようになりました。特に、4月に入学した中学1年生の皆さんも、オンラインの学

びの中でもzoomを使い慣れているので、途中でチャットしながら質問をする姿を見て、大人より

もいろいろな新しい状況に対応していくので、とても頼もしく思ったところです。皆さんのお住

まいの地域で見られた日食は、どのようなものでしたでしょうか。また、オンラインでの学びプ

ロジェクト、オンライン留学などの紹介もしていますので、興味あるものがあれば、ぜひ参加し

てみてください。 

 今週、6月第5週目については、現在の感染症の感染状況については、関西、東海地方も含めて

比較的落ち着いた状況が見られますので、週5日の登校を引き続き行っています。引き続き、通勤

通学時間帯の感染リスクを避けるために、時差登校、下校についても継続いたします。翌週（7月

６日～）については、感染症の感染状況が落ち着いた状況であればそれを継続し、もし状況が変

わり、感染拡大傾向が生じていると学校として判断した場合には、学年ごとの隔日登校日を設定

する予定です。（7月6日以降の予定につきましては、7月3日の学校HPで発表予定です）なお、7月

中の予定の詳細については、学校のホームページをご覧ください。体調面、その他さまざまな事

情で登校することができなかった生徒の皆さんもおられますが、6月の第5週も、「学習ポータル

サイト」を用いた学びを基本に据えて、各教科の学びの内容、生徒の皆さんとのやり取りを継続

同中学びプロジェクト「『部分日食』観察講座オンライン」 

日食の変化をリアルタイムで沖縄から中継してもらった画面を 

時間経過の順に、左上から右下へならべたもの。 



いたしますので、これまでに引き続き、しっかりと取り組んでいただきますようお願いいたしま

す。特に、今年の1年生の皆さんは、100年に一度というような感染症の状況がありますので、ま

だまだいろいろと学校の様子がわからないことも多いかと思います。生徒の皆さんからの質問、

相談については、教科の内容であれば教科の先生へ、学校についての相談であれば担任の先生へ

ご遠慮なくご連絡ください。これまでもお知らせしている通り、これまでの4か月間と直近1週間

の日本の状況と対応、海外の状況と対応、そして、医療関係の専門家の方々の提言など、さまざ

まな状況を総合的に考慮すると、感染状況が比較的落ち着いているとはいえ、感染症の今後の状

況については、まだまだ予測が難しい状況が続くものと思われます。同志社中学校では、中学生

という発達段階での健康面への配慮や、京阪神はじめ近畿圏、ならびに愛知、岐阜などからも新

幹線通学で通っておられる生徒の皆さんも多くおられことも考慮しつつ、生徒のいのちと健康を

守ることを最優先にしながら、学校としての対応を慎重に検討しております。今後の感染状況の

推移（緊急事態宣言解除による緩み、第２波への警戒など）にもよりますが、最新の状況を反映

したかたちで週ごとに登校日の設定を考えていきたいと考えておりますので、ご理解と御協力の

ほどどうぞよろしくお願いいたします。 

 第12週目（６月29日～7月3日）は、これまでの取り組みに引き続き、動画を用いた課題の提

示、提出、メールでの質問を継続しますので、生徒の皆さんも取り組みを続けてください。6月29

日からの1週間についても、さまざまな事情で登校ができない生徒の皆さんを対象に、教科によっ

てはzoomを用いての学び面談がありますので、予定については、教務部から案内の面談予定表を

ご覧ください。なお、生徒の皆さんに夏休みに取り組んでいただく自由研究に向けたオリエンテ

ーション、準備も今進められています。1年生の皆さんは、取り組もうと考えている自由研究のテ

ーマについての登録をほぼ終えられました。実際の取り組みに向けて、さらにテーマの問いを深

め、どんなかたちで取り組みまとめるかについて、入学時にお渡しした「きささげ」や5月30日の

学習ポータルサイトを見ながら、夏休みの取り組みに向けてイメージをふくらませておいてくだ

さい。図書館の先生から紹介された本についても、見つからなかったりわからなかったりする場

合には、引き続き学校でまたメールで図書館の先生にお尋ねください。2・3年生に皆さんの登録

をすませた今後の予定については、７月に入ってから教務部の担当の先生から連絡がありますの

で、しばらくお待ちください。 

日ごろの担任の先生からの連絡、面談については、その都度レスポンス（応答）していただ

き、皆さんの日頃の様子などを知らせてください。健康観察については、引き続き保健室の先生

あてご提出ください。特に、毎日の登校が続いていますので、健康観察をしっかりとしていただ

き連絡をよろしくお願いいたします。第12週目の詳細については、別途ホームページ上の教務部

より「第12週目のお知らせ」または学習ポータルサイト上の生徒ページ・生徒伝達に「第12週目

のお知らせ」をご覧ください。機器（iPad）やアプリの使い方で不明な点があれば、「学習ポー

タルサイト」（→［生徒ページ］→［在宅学習サポート］）にアドバイスや解決方法を掲載して

います。また、「2020年度版ICT活用・情報倫理ハンドブック」（同志社中学校）の1～28ページ



に、課題提出で用いているロイロノート、zoomの利用方法を含め、iPadでの学習に際してのさま

ざまな活用ガイドが掲載されていますので、取り組みの際には、引き続き参照するようにしてく

ださい。

 

 さて、先週の日曜日（6月第3日曜日）は、「父の日」でした。5月

の第2日曜日の「母の日」のことは、先月のお話で取りあげた通り、

アメリカ発祥でその起源がキリスト教会と関係の深いものでした。

「父の日」もまたアメリカの教会で始まったもので、今年でちょうど

110年になるそうです。1908年、ウエストバージニア州の教会で「母

の日」を祝う礼拝が初めて行われ、翌1909年西部のワシントン州スポ

ケーンの教会でも「母の日」礼拝が行われていました。その影響を受

けて、「父の日」の礼拝を持ってほしい、との呼びかけが起こり、翌

年1910年6月19日「父の日」を記念する礼拝がスタートしました。呼

びかけを行ったのは、ソノラ・スマート・ドッドさん。ソノラさんの

母は、6人目の子どもの出産のときに亡くなられ、父ウイリアムさん

が6人の子どもを育てることになりました。長女であったソノラさん

も一緒に弟、妹を育てたので、父の苦労をねぎらうという意味を込めて、父の誕生日に近い6月に

行なわれた「父の日」礼拝の日曜日：6月第3日曜日を「父の日」として記念することになりまし

た。アメリカで公式の記念日として制定されたのは、「母の日」の制定（1914年）からはるかに

遅く、1972年のことでした。日本で広く紹介され始めたのは、1980年代のことです。ヨーロッパ

のイタリアやスペインでは、イエス・キリストの父ヨセフを記念して、3月19日が、ドイツではイ

エス・キリストの昇天する昇天日（イースターから40日目の木曜日）が「父の日」とされていま

す。（「『父の日』の起源と由来、教会で生まれ今年110年」：2020年6月19日、クリスチャント

ゥデイ参照） 

 さて、「父の日」といえば、同志社の創立者・新島先生に

は、実の父であった民治とアメリカの父であるハーディーの2人

のお父さんがおられました。今日は、新島先生の父・民治あて

の手紙などを見ながら、まず父・民治に伝えたかったことを考

えてみたいと思います。 

 その前に、新島先生の父・民治はどんな人物だったのか、少

し見てみましょう。 

新島家は、安中藩の下級武士の家で、江戸屋敷で藩主（板倉家）に仕えていました。新島先生

は、4姉妹の後の待望の男の子であり、弟双六が4年後生まれるのですが、一家の期待をこめて

「七五三太」（しめた）と名付けられたことは皆さんもご存じのことと思います。父・民治は、

左）新島民治  右）A.ハーディー 
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記録を作成し、書類を保管することが仕事であったようです。書道塾も開いていて、生徒たちか

らは「えびす」と呼ばれるくらい、おだやかな性格だったようです。一方、足軽などのまとめ役

の祖父の弁治が、新島先生を特にかわいがり、母親の言うことを聞かなかったりした時には、厳

しく叱ったりしたようです。性格は、父の民治と正反対で、社交的で町人とも関係があり、いろ

いろなことを頼まれればそれを引き受けていたようで人望も厚かったそうです。孫の七五三太が

生まれたときには、まだ58歳で、新島家の家長として家族に影響力を持っていました。ですの

で、新島先生の何でもチャレンジしていく社交的な性格は、お父さんというよりおじいさん譲り

ではないか、と指摘されているところです。（和田洋一「新島襄」岩波現代文庫 参照） 

 今月は、新島先生がフィリップス・アカデミーに留学していたときの手紙を見ながら、先生の

留学生活の様子を皆さんと学んできましたが、ちょうどフィリップス・アカデミーを修了する少

し前に父・民治宛に出した長文の手紙を見てみたいと思います。（1867年3月29日「現代語で読む

新島襄70～78ページ」） 

 この手紙では、まず、新島先生がアメリカに来るまでの経過、ハーディーさんとの出会いを記

しています。そして「ハーディーが私を世話してくださるのは、『天上独一真神』への信仰からです。・・全く

対価を望まず、手厚く取り扱い、その上5年でも10年でも私のために学費を出そう、と前から約束してくださって

いますので、どうぞご安心ください。」と伝えています。新島先生は、キリスト教の神様のことを日本で

の神様の理解との違いがわかるように「天上独一真神」と表現しています。日本では、八百万の

神、目に見えるものが神様であるのに対して、アメリカでは、天におられる目に見えない存在が

神様であるという理解が大きな違いとしてあります。聖書を通して、新島先生は、とても新鮮

で、今まで聞いたこともないような「天父の神様」と出会ったときは、とても驚いたと話されて

います。その驚きと恵みを、お父さんや家族にも伝えたかったのでしょう。次に、フィリップ

ス・アカデミーのあった、当時のアンドーバーの風景を日本と比較しながら伝えています。アメ

リカ大陸の東海岸の北の地域なので、日本と同じように紅葉があったりして、四季がはっきりし

つつも、冬の寒さは江戸や群馬の安中とは比べものにならないくらい寒いところです。冬は池が

凍るほどでスケートもできるようでした。当時すでにアメリカでは外出時の服装、手袋、靴もと

ても便利で、室内も暖かく保たれていました。当時も今も、春は4月下旬ころに来ると書かれてい

るので、ちょうど北海道の気候と似ているのかもしれません。チャタムのテーラー船長宅に行っ

た時の様子を伝えながら、馬車や蒸気（機関）車を利用していることも話しています。父・民治

にとっては、とても信じられなかったことと思います。当時のアンドーバーは、学校（どんなに

貧しい子どもでも行ける小学校、フィリップス・アカデミー、アボット・アカデミー[女学校]、

アンドーバー神学校を含む）だけでなく、貧しい人々の施設、病院などもありました。孤児院、

病院も、もともとイギリスの教会との関わりで生まれた経緯もありますが、当時のアメリカのニ

ューイングランド地方では、クリスチャンの人たちが、イエス・キリストの教えを生活の中に生

かそうとして歩んでいた気風が、かなり充満していた時期でした。アンドーバーも、1646年にピ

ューリタンのタウンとして開かれ、その伝統を守ってきました。「これら（貧しい人々の施設・病院）



は、村人がお金を出し、薬や衣服、食物を求める貧しい人々を養うためです。ああ、ここにこそ仁政[思いやりの

ある政治]が中国や日本より進んでいることがわかります。」と新島先生がコメントしています。 

さらに、生活風土として、農夫が牛を放牧し、チーズ、バターなどを作

っていることも伝えていますが、日本ではまだなかったものだったと思い

ます。麦や野菜、果物をつくっている様子は、日本と同じですね。食事の

様子も紹介されていて、お箸でなくナイフとフォーク、洋食の内容、食後

のカステラ、プリン、パイなどが出されていました。飲み物として、茶、

コーヒー、チョコレート、ココアなど飲まれていることも知ると、今の

私たちの生活とほとんど同じですね。新島先生はお父さんに対して、アメリカは医療が進んでい

ると伝えた上で、やわらかくて偏らないものを食べることと、保養のための外出もアドバイスし

ています。 

今述べてきたようなピューリタン的な気風が充満していた街にある、フィリップス・アカデミ

ーでの学生の様子も、その影響を受けていて次のように伝えています。 

「学生は、正直でいつわりもなく、酒や煙草を一切飲まず、・・『天上独一真神』の道を身につけ、この世を償っ

てくださる聖人イエスの教えを守り、日夜怠ることなく祈り、その恩恵や力添えを望みます。彼らは自己抑制を

し、父母に孝行をつくし、自分自身を愛するのと同じように兄弟姉妹、朋友隣人を愛し、偽りやおもねり、口先

だけのことを言うのを恥じ、悪口や怒声を嫌うので、その風俗の美しさは酒色にふけって品行の修まらない日本

の若者たちにぜひとも見せたく思います。・・・私も昔の七五三太とは大いに違って、この聖人の道で心が深く

満ち足りております。また日夜怠らず聖書を読み、聖人の道によって安らぎ、善を行っています。」「私はます

ます遜（へり）くだり、ますます勉強して学問が成就することだけを心に決めています。」ちょうど新島先生が

在校していた時期（1865年10月編入学、67年6月修了）のテイラー校長先生（1837年～71年校長在

任）は、特にピューリタン精神にのっとった学校運営を行ってきたと言われているので、この手

紙の内容も納得がいきます。 

 最後に「日夜怠けることなく、叔祖父様や父上のために未来の幸福を祈り」つつ、脱国して家

族に迷惑をかけた放蕩息子としての行動を詫びながら「千里を駆け巡る志」を持ったことを理解して

もらうことを願い、手紙の締めくくりとして、父・民治には「天上独一真神」のことを伝えよう

としています。 

「どんな人でも悔い改めた上でその神を信仰し、日夜敬い、神に祈って、『神よ、家族全員に恵みを与え、悪

事や災難を防ぎ、そして日々の食物をお与えください。そのうえ以前に犯した罪をお許しください。』などと唱え

れば、この神は喜んでその祈りをお聞きになり、必ず未来の幸福をお与えくださいます。さてこの神のことは帰

国の後においおいと詳しく申し上げたく存じます。」 

 実際、この手紙のとおりアメリカから日本への帰国後、新島先生が父・民治と再会するのは、

新島先生が旅日記に描いた馬車 



この手紙を書いてから７年半後（1874年11月）のことでした。 

そして、新島先生との再会を果たした数日のうちに、新島先生から神様の愛と主イエス・キリ

ストの救いを直接伝え、父・民治をはじめ家族がイエス・キリストを救い主として受け入れ、

「天上独一真神」の神様を信じて歩むようになりました。その後、数週間の滞在のうちに、安中

だけではなく、周辺の町を含め、信じられないくらいの多くの方々が新島先生のお話しを聞い

て、クリスチャンになられたと報告されています。やはり、手紙だけでなくリアルなやり取りの

方が、今も昔も伝わるものが大きいようです。今の時期なので、特にそう感じます。（「現代語

で読む新島襄」119ページ）＊英文手紙にチャレンジ＊ 

 父の日にちなんで、新島先生のお父さん・民治への手紙から、父なる神様のことを考えてみま

した。「父の日」を覚えて、わたしたち自身も、お父さん、おじいさんに感謝するとともに、ク

リスチャン詩人の八木重吉さんがつくった「みんなもよびな」の詩の中でも語られているよう

に、いつでも、誰でも、親しみをこめて祈ることのできる神様の存在を知って、実際に神様への

「小さな祈り」を皆さんも行ってみて、この1週間も歩んでいきましょう。 

 

みんなもよびな    八木重吉 

 さて あかんぼは 

なぜ あん あん あん あん なくのだろうか 

 ほんとに うるせいよ 

 あん あん あん あん 

 あん あん あん あん 

 うるさか ないよ うるさか ないよ 

 よんでいるんだよ 

かみさまをよんでるんだよ 

 みんなもよびな あんなに しつっこくよびな  

 

 「あなたがたが子であることは、神が「アバ父よ」と叫ぶ御子の霊を、わたしたちの心に送っ

てくださる事実からわかります。」（新約聖書 ガラテヤ信徒への手紙4章6節） 



 

新島先生が書いた 

英文手紙に 

チャレンジしよう！ 

＜英文手紙 challenge＞ 

帰国後、家族に再会し、 

群馬県でのできごとなど 

報告をふくめて、 

ハーディー夫妻に宛てて 

書いた手紙です。 

生徒の皆さんも 

読んでみましょう！ 
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